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 神奈川県に生息し商品対象となるウニには，アカウニ

Pseudocentrotus depressus（A．AGASSIZ），ムラサキウ

ニ Heliocidaris crassispina （A．A．），バフンウニ

Strongylocentrotus pulcherrimus（A．A．）の３種があ

る。しかし，実際に漁獲対象となっているのは生食用の

アカウニに限られ，その漁獲量は1975年度農林統計によ

れば約26トンに過ぎず，バフンウニとムラサキウニは未

利用の状況である。 

 ところでバフンウニは練ウニ用の原料として需要が強

く，資源量によってはその有効利用を図れる可能性があ

るので本県におけるウニ漁業の可能性を検討するため城

ケ島においてウニ類を中心とした底生生物の分布，環境，

成長，生殖巣等について11ヶ月に渡って観察をしたので

その結果について述べる。 

 本文に入るに先立ち，本稿の校閲を賜った当場増殖研

究部長井上正昭博士に深謝の意を表する。また，資料の

採集・計測に当られた森畑稔，伊東義治，池田武男，小

川万次の諸氏に厚くお礼申し上げる。 

なお，本調査は三浦市水産課より委託された沿岸資源量

調査の一環として行われたものである。 

  調 査 方 法 

 図１に示す水産試験場前の禁漁区に11の調査区，103

の調査地点を設け，生息環境，分布，密度等を調べるた

め１ｍ2方形枠を用いてその内に生息する有視動物と着

生する海藻の全てをスキューバ潜水によって採集した。 

 また，バフンウニ，ムラサキウニについて殼径，生殖

巣重量の経月変化を調べるため，毎月１回，密度調査の

終了した調査区からそれぞれ約100個体を採集し，測定

に供した。 

 ウニの殼径は赤道軸をノギスで測定し，体重はウニ表

面の水を除去した後に秤量した。生殖巣重量の測定はウ

ニ囲口部から囲肛門部にかけて包丁を用いて２分割し，

薬匙ならびにピンセットによって海水を満したシャーレ

ヘ消化管，生殖巣を取り出し，さらに生殖巣のみをピン

セットで摘出し，ガーゼによって水分を吸収した後に

0.1g感度の天秤で秤量した。 

 生殖巣色彩の判定には，JIS 28721－1964準拠の標準

色票を用いた。 

 なお環境については各点の海底形状と着生する海藻を

記録し，下記に示す各６つの類型に区分した。 

  ＊海底地形 

 A：直径10cm前後の石が主体 

 B：直径30cm前後の石が主体 

 C：直径50cm前後の石が主体 

 D：岩礁地帯で亀裂または割目がある 

 E：岩礁地帯でひさしやノッチがある 

 F：砂  礫 

  ＊海 藻 相 

 a：アラメ，カジメ群落 

 b：ウミウチワ 

 c：モク類 

 d：フクロノリ 

 e：ヒジキ
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図１ 採集地点ならびに水深図 

口は１ｍ2の採集枠設置位置を示す。大きな数字は調査区番号

小さな数字は水深を現わす。日付は採集月日
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 f：その他 

  結    果 

 ウニの分布と環境 

 各区ごとの動物採集数と海底地形ならびに海藻相の各

類型別出現頻度を表１に示した。 

 本調査区は，水深50cmから4.9ｍに位置し，調査面積

は各区３～12ｍ2である。これらの調査区の内で水深

50cm付近は，直径50cm～70cmの転石，30cm前後の転石が

多く，この調査期間においてはアラメとフクロノリが優

占し，海藻の現存量では１ｍ2当り2,400gから4,400gの

水準であった。また，水深１ｍ付近では基質が岩礁から

なり，斜面になっていて面積が狭く，植生ではアラメと

カジメが優占種であり，１ｍ2当り平均2,900gが着生し，

さらに，水深２ｍ付近では岩礁地帯の亀裂，ノッチ，直

径30cm前後ならびに50cm前後の転石があり，複雑な海底 

 

表１ 各区における改定地形，海藻相，動物相 

Station No. 1 3 4 5 6 8 9 10 12 14 15
水 深 (ｍ) 3.5 2.5 2.0 0.5 4.0 1.5 2.0 0.5 2.0 0.5 0.5

調 査 個 所 数 3 12 10 12 10 12 12 12 11 12 12

海 底 地 形 Ａ 5 3 11 1 2 1 2

 類  型 Ｂ 4 1 2 1 1 1

 Ｃ 6 2 4 1 8 2 3 6

 Ｄ 1 2 1 4 5 7

 Ｅ 1 1 1 1 2

 Ｆ 3 1 1 10 3

海 藻 相 ａ 5 8 8 11 10 12 4 12 10

 類  型 ｂ 3 3 6 1 3 4 2

 ｃ 8 5 1 2 6 2 1 3 7

 ｄ 1 1

 ｅ 2 1

 ｆ 1 1 1 1 2 1 1

海 藻 重 量 /ｍ2 0 1,735 3,250 4,495 0 2,868 3,926 2,364 3,150 4,424 3,274

動 物 相（個体数） 

 ムラサキウニ 34 28 109 54 75 131 16 113 91

 バフンウニ 13 68 177 12 129 222 23 349 77

 アカウニ 2 10 5 4 4 4

 イトマキヒトデ 5 9 23 41 6 16 18

 ヤツデヒトデ 2 1 7 8 13 7

 クモヒトデ 3 3 11 5 2

 トコブシ 4 2 2 17 38 25 22 16

 アワビ 1

 サザエ 1 6 3 5 4 7 4 5 2

 コシダカガンガラガイ 25 1 18 1 24 32 2 21 16

 バテイラ 1 12 1 15 3 8 1 10 4

 イボニシ 1 5 7 85 4 7

 ヒサラガイ類 7 4 1 10 14

 ヤドカリ類 3 1 3 1 18 9 15

種 類 数 0 15 12 11 0 14 19 19 11 17 19

個 体 数 0 95 230 325 0 135 327 567 78 596 290

動 物 重 量 /ｍ2 0 235 123 318 0 590 881 1,408 899 678 759
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 地形を示し，植生ではカジメが優占し，1,700g～

4,500gの現存量であった。水深３ｍ以深では砂質になっ

ていて，ウニ等の底生生物の付着する基盤がない。 

 上記，環境の中で各調査区に生息する動物の種類は11

～19種・個体数は１ｍ2当り平均10～49であり，水深

50cm区と水深２ｍ区の比較では種類数で1.5倍，個体数

で約２倍と前者が多く，また，重量では１ｍ2当り水深

50cm区で678g～1,197g，水深２ｍ区では123g～590gと浅

所で多い傾向があった。 

 種類では棘皮動物が多く，バフンウニもしくはムラサ

キウニが水深2.5ｍの調査区No.３を除く全区において優

占種となっており，イトマキヒトデ，トコブシ，コシダ

カガンガラガイ，バテイラが次ぎ，アカウニ，ヤツデヒ

トデ，クモヒトデ，サザエ，イボニシ，ヒザラガイ類等

が出現した。 

 ウニ類の分布でバフンウニでは，直径30cm～50cmの転

石にすみ着きが多く，最高１ｍ2当り100個体，水深50cm

の場所で平均個体数29～６個体，１ｍの所で5.6～1.9個

体，２ｍ以深の所で０～１個体であった。 

  バフンウニと他の動物との関係 

バフンウニとムラサキウニ，アカウニ，トコブシ，イト

マキヒトデ，サザエのそれぞれの種について相互の密度

の関連を示したものが図２である。

 

図２ バフンウニと他の動物との関係 

 

・生殖巣重量 

図３ 区毎のバフンウニ殻径組成と殻径別平均生殖巣重量



 三浦市沿岸のウニ類について－Ⅰ 39 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 区毎のムラサキウニ殼径組成と殻径別平均生殖巣重量 
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 この図から，バフンウニと正の相関があるのは，ムラ

サキウニとイトマキヒトデであり，負の相関が認められ

るのは，アカウニであり，トコブシとサザエについては

相関が認められない。 

   調査区別穀径組成 

 バフンウニの調査区別殼径組成を図３に示した。 

 水深50cm付近の調査区５，９，10，14，15区では10～

45mm，水深50㎝～1.5ｍの４区では12～47㎜，水深１～

２ｍの３，８，12区では20～47mmの殼径が出現した。 

 ムラサキウニの調査区別殻径組成を図４に示した。 

水深が深くなるにつれて小型個体が少なくなり，大型個

体の出現率が高くなることが伺える。 

   殻径組成の経月変化 

 バフンウニとムラサキウニの殼径経月変化を図５に示

した。 

 この図からバフンウニの殻径組成には，各月，顕著な

差が見られず，これより成長の過程を追跡することは明

確にできないが，８月下旬から９月上旬に最小個体の10

～15mmが出現した。 

 ムラサキウニでは６月に18mm前後，７月に20mm，８，

 

 

図５ バフンウニとムラサキウニの殻径経月変化（％） 

 

 ムラサキウニでは，８区を除く全区で殼径10～68mmの

全組成が出現したが，５，14，15区において20mm以下の

個体数出現が多いのに対して３，９，10，12区では，

40mm以上の個体が多い。このことは，40mm以下の出現し

なかった８区の水深，海底基質等とあわせて考えると，

９月に25mm，11月に30～32mm，１月に34～36mm，３月に

36mmとモードの移行が読みとれる。 

   成  長 

    相対成長 

バフンウニとムラサキウニの殼径（χ）cmと体重（ｙ）
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図６ 各年令群殻径組成
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表2 体重と殻径の関係 

種 バフンウニ ムラサキウニ 

係数

年月日 
a b a b 

 77. 5.11 2.75 0.26   

 6.13 2.82 0.32 2.95 0.44 

 7.17 2.75 0.25 3.00 0.32 

 8. 1 2.60 0.23 3.14 0.45 

 9. 6 2.63 0.20 2.83 0.29 

 10. 5 3.08 0.41 2.79 0.17 

 11. 7 2.71 0.26 3.00 0.26 

 12. 6 2.82 0.27 3.00 0.25 

 78. 1. 6 2.75 0.25 3.2 0.41 

 2. 7 2.89 0.32 3.27 0.52 

 3. 2 2.73 0.26 3.00 0.31 

 ＊log y＝a logχ＋b 

   χ：体重（g） y：殼径（cm） 

 

gの関係を log y＝alogχ＋b の式で表わし，係数aな

らびにbを採集日別に示したものが表２である。 

 この表よりバフンウニの殼径と体重の関係は，８，９

月にa（傾き）が最低になり，10月に最高となったが，

他の月はaが2.70～2.89，bが0.25～0.32の間にある。 

一方，ムラサキウニは，10，11月にaが最低となり，２

月に最高となる。これらの変化は生殖巣の充実期に対応

していたいので消化管内容物との係りが影響しているも

のと考えられる。 

   成  長 

 ６月に採集したウニをHarding，J.P（1949）の正規確

率紙法によって各年令群を分離した結果，図６に示すよ

うに殻径10～34mm，19～42mm，28～50mm，（50mm以上）

の３群に分れ，それぞれの中央値は，22.2mm，30.3mm，

37.8mmと計算される。 

 ムラサキウニでは９～30mm，25～43mm，31～53mm，43

～60mm（60mm以上）の５群に分れ，前４群の中央値は

18.1mm，33.6mm，43.4mm，49.6mmと計算される。なお，

この殻径からバフンウニの場合，Ⅰ群29.9％，Ⅱ群

64.4％，Ⅲ群5.7％，ムラサキウニではⅠ群39.4％，Ⅱ

群10.8％，Ⅲ群28.3％，Ⅳ群21.5％となった。 

 上記のそれぞれの種の中央値に基づいて定差図を描く

と図７のようになり， 

  バフンウニ l1＝18.0mm 

 l∞＝58.0mm 

  ムラサキウニ l1＝19.5mm 

 l∞＝74.5mm 

となる。 

 この値に基づきvon Bertalanffyの方法によって一般

式D(t)＝殻径を求めると次式のようになる。 

 バフンウニ D(t)＝58.0〔1－exp｛－0.3716 

  (t＋0.2984)｝〕 

 ムラサキウニ D(t)＝74.5〔1－exp｛－0.3034 

  (t－0.082)｝〕 

 

 

図７ 定 差 図 

 

   生殖業指数 

 バフンウニとムラサキウニの生殖巣指数，｛(生殖巣重

量/体重×100）以下Ｇ・Ｉとする｝の経月変化を表３，

図８に示す。 

 この図からバフンウニのＧ・Ｉは全期間を通じて０～

20の間にあり，８月１日の４を除くと平均値は，ほぼ７

～９で，変化が少ない。これに対して，ムラサキウニは

６月にＧ・Ｉ13を最高に，７月は5.4，８月に4.1と低下

し，12～２月にはさらに低ぐなって３程度となる。 

   殻径と生殖巣重量との関係 

 各月の殻径と生殖巣重量の関係を図９に，また関係式

を表４に示す。
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図８ 生殖巣指数の月別変化 
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図９ 各月の殻径と生殖巣重量との関係 
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表３ Ｇ.Ｉ・生殖巣重量平均値 

年・月・日 71.5.1 77.6.13 77.6.21 77.6.24 77.7.11 77.7.15 77.8.1 77.8.8 
生殖巣重量 ・ＧＩ         

バフンウニ n 127 97 1   48 42 96 

平均重量 －
χ 0.8 0.9 1.4   1 0.4 0.9 

Ｇ ・ Ｉ －
χ 5.6 8 9.2   7.8 4 6.9 

ムラサキウニ n  45 21  44   35 

  －
χ  4.3 4.3  3.5   2.4 

Ｇ ・ Ｉ －
χ  13.0 7.5  5.4   4.1 

ア カ ウ ニ n   4 1 5 1  1 

  －
χ   6.0 4.6 6.8 5.5  9.7 

Ｇ ・ Ｉ －
χ   2.6 2.2 4.8 1.2  7.6 

年・月・日 77.9.6 77.9.12 77.10.5 77.11.7 77.12.6 78.1.6 78.2.7 78.3.6 

生殖巣重量 ・ＧＩ        
バフンウニ n 53 132 90 114 117 132 110 121 

平均重量 －
χ 0.8 1 0.8 1 1.1 0.9 1.4 1 

Ｇ ・ Ｉ －
χ 9.8 7.0 5.0 9.7 8.5 0.9 8.3 8.7 

ムラサキウニ n 7 38 36 67 117 85 85 115 

  －
χ 2.4 3.1 3.3 1.6 4.6 2.3 3.2 2.8 

Ｇ ・ Ｉ －
χ 5.8 4.0 3.9 2.5 4.0 3.2 3.7 3.7 

ア カ ウ ニ n  8 6 5   5 2 

  －
χ  10.9 9.5 7.1   1.8 2.2 

Ｇ ・ Ｉ －
χ  7.2 4.7 5.8   1.0 1.7 

 

 

表４ 殼径と生殖巣重量の関係 

 バフンウニ ムラサキウニ 

体数

年月日 
a b c d 

 '77. 5.11 0.064 1.234   

 6.13 0.043 0.466 4.5 3.21 

 6.21   5 2.77 

 7.11   3 1.67 

 7.15 O.077 1.413   

 8. 8 0.074 1.399 3.8 2.35 

 9.12 0.046 1.708 4.8 7.81 

 10. 5 0.055 1.156 2.7 4.44 

 11. 7 O.124 2.474 4.7 7.78 

 12. 6 0.101 1.960 1.6 2.17 

 '78. 1. 6 O.082 1.562. 2.3 3.70 

 2. 7 0.190 4.573 5.6 9.32 

 3. 2 0.170 3.72 5.3 8.67 

  ＊ y＝aχ－b ＊ log y＝c log χ－d 

    y：殻径(cm) χ：生殖巣重量(g) 

 

 これらから，バフンウニでは６～８月まで増重率が低

く，大型個体の生殖巣重量が少ないことが分る。９月に

なると35mm以上の個体は，急速に生殖巣が充実し，その

増加傾向は二次曲線に近ずく。今回の調査で78年３月に

はバフンウニの生殖巣が所謂「溶ける」現象が見られ，

人工受精をしたところ，発生の進行を観察できたので，

この時期がバフンウニの産卵期に相当するものとみられ

る。 

 ムラサキウニの場合，生殖巣の重量は夏季に減少し，

11月以降に増加するので，当調査期間における殻径と生

殖巣との関係では殻径の割合に比べて生殖巣が軽い傾向

が現われている。 

   生殖巣色彩の経月変化 

 バフンウニ，ムラサキウニの生殖巣色彩を色票を使い

明度と彩度を計り，黄橙色グループを優良，黄色グルー

プを良，赤橙色～黒橙色グループを不良と区分し，その

経月変化を表５にまとめた。 

 これにより，バフンウニの場合，優良の割合が全期間

を通じて33.7～61％，良が33～60％であり，優良と良を

一応，商品として使用できるグループとすると，約90％
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表５ 生殖巣色彩の経月変化 

バフンウニ 

採集年月日 '77.5.11'77.6.13'77.7.15 77.8.8 '77.9.12'77.10.5'77.11.7'77.12.6'78.1.6 '78.2.7 '78.3.2 

色相・明度            

優 良(％) 50.7 61 40 60 50 33.7 55.6 60.7 56.8 53.3 40 

 良 (％) 41.3 36 60 33 41.7 55.8 44.4 38.4 35.2 44.9 54.8 

不 良(％) 8.0 4 0 6 8.3 10.5 0 0.9 8 1.9 5.2 

ムラサキウニ 

採集年月日 '77.6.1377.6.21 77.8.8 '77.9.12'77.10.5'77.11.7'77.12.6'78.1.6 '78.2.7 '78.3.2  

色相・明度            

優 良(％) 0 0 0 0 0 0 0 0 1.3 0  

 良 (％) 100 100 91.2 100 100 82.2 75.7 93.3 91.3 94.6  

不 良(％) 0 0 8.8 0 0 17.8 24.3 6.7 7.5 5.4  

 

以上の商品化が可能となる。 

 ムラサキウニの生殖巣色彩は，バフンウニと比較する

と「あざやかさ」がなく，黒味がかった生殖巣が多く，

特に11月から不良の占める割合が増加し，12月に24.3％

に達するが，１月から減少傾向を見せる。 

   論  議 

 バフンウニとムラサキウニについては，昭和41年から

ウニ類の生産県である福井，山口，福岡等で磯根資源調

査の一環の中でかなり詳細な環境調査，資源調査等が行

われている。今回は，神奈川県でウニ類の漁業が成立す

るかどうかを考察する目的で調査を行ったが，まず，漁

場環境とウニの生物学的特性を前記，ウニ生産県と比較

することによって検討した。 

   生息環境 

 環境の記載がある福井県梶地先と山口県和久地先につ

いてウニ漁場をとりまく環境の相違点を列記すれば， 

 (1) 漁場の底質は転石が多く，高密度の条件としては

適当な大きさの岩と１ｍ以上の転石およびそれらを取巻

く多くの小石からなる。 

 (2) 優占する海藻として梶地先では水深２ｍ以浅にア

オサ，テングサ，フクロノリなどの小型海藻がみられ，

それより以深ではホンダワラ類，アラメ，ワカメがある。

また，和久地先ではホンダワラ類，フクロノリ，テング

サ，ワカメ，ウミウチワ，シオクサ等280～5,070g/m2の

分布がある。これらをまとめ今回の結果とともに示すと

表６になる。 

 

表６ ウニ類生息地の海藻類比較 

 ◎よく見られる ○見られる 

 ●希に見られる 

 
      地  名 
 
 海  藻 

福
井
県
梶
浦 

山
口
県
和
久 

城

ヶ

島 

神
奈
川
県 

ワ カ メ  ◎ ◎ 
サ ナ ダ グ サ  ○  
カ ゴ メ ノ リ  ○  
イ ワ ヒ ゲ  ○  
イ シ ゲ  ◎  
ア ミ ジ グ サ ◎   
シ ワ ヤ ハ ズ ○   
ウ ミ ウ チ ワ ○ ◎ ◎ 
モ ズ ク ○   
フ ク ロ ノ リ ◎ ◎ ◎ 
カ ゴ メ ノ リ ●   
ア ラ メ ◎ ◎ ◎ 
ツ ル ア ラ メ ●   
カ ジ メ  ○  
サ サ カ ジ メ  ○  
ウ ミ ト ラ ノ オ  ◎  
ヤ ツ マ タ モ ク ◎ ◎  
ヨ レ モ ク ◎   
フ シ ス ジ モ ク ◎ ◎  
オ オ バ モ ク ○ ◎ ◎ 
ノ コ ギ リ モ ク  ○ ○ 
ア カ モ ク   ○ 
マ メ ダ ワ ラ  ○  

褐 
 
 
 
 
 

藻 
 
 
 
 
 

類 

ト ゲ モ ク  ○  
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      地  名 
 
 海  藻 

福
井
県
梶
浦 

山
口
県
和
久 

城

ヶ

島 

神
奈
川
県 

マ フ ノ リ  ○  
ヒ メ テ ン グ サ  ○  
マ ク サ ○  ◎ 

有 節 石 灰 藻 ◎   
無 節 石 灰 藻 ●   
マ ツ ノ リ ●   

ト サ カ ノ リ ●   
ケ イ ギ ス ◎   
ウ ラ ソ ゾ ○   

ツ ノ マ タ ●   
オ キ ツ ノ リ ●   
カ ギ ウ ス バ ノ リ ●   

イ ト グ サ 属 ●   
ワ ツ ナ ギ ソ ウ ●   
ホソバノトサカモドキ ●   

カ バ ノ リ ●   
コ ス ジ フ シ ツ ナ ギ    
ユ カ リ  ◎  

ユ メ ノ リ   ○ 
イ ボ ノ リ   ○ 
マ オ ノ カ ニ ノ テ   ○ 

ヌ ラ ク サ   ○ 
テ ン グ サ  ◎  
キ ン ト キ   ○ 

ヒ ラ ク サ   ○ 

 
 
 
 

紅 
 
 
 
 

藻 
 
 
 
 
 

類 

ソ ゾ  ◎ ○ 
シ オ グ サ 属 ○ ◎  

ア オ サ 属 ● ◎ ○ 
ホ ン ジ ュ ズ モ ● ○  
ハ イ ミ ル  ○  

緑 
藻 

類 

ミ ル  ○  

 

 (3) バフンウニとともずみしている大型底生生物では

クモヒトデ類が最も優占し，次いでムラサキウニ，アカ

ウニが優占する梶地先と，クモヒトデ類の出現はあるが

多くなく，ムラサキウニ，アカウニ，ナマコ，イトマキ

ヒトデ，クモヒトデの順に多い和久地先とがある。 

 (4) 潮汐が極めて小さく，潮間帯はほとんど形成され

ず，潮上帯－潮下帯－漸深帯に区分できる。 

 上記した環境要因のうち，当調査域と大きな違いがあ

るものは(4)であり，(4)によって(2)，(3)が形成される

と考えられるが，今回の調査結果と前記２県の海藻相，

動物相には大きな差違は見られない。これはウニ類の生

息する水深が潮下帯から漸深帯に当るため，潮間帯の有

無がそれ程，ウニ類の生息にとって制限要因にならず，

むしろ，海底地形が要因として大きいと考えられる。 

   競合生物 

 バフンウニと他の動物の関係では，福井県梶地先の場

合，ムラサキウニとは負の相関，クモヒトデとは正の相

関が認められるとしている。しかし，山口県和久地先の

場合では，ムラサキウニとは相関が認められず，アカウ

ニ，ナマコ類，クロアワビと弱い相関を認めている。さ

らに今回の調査では，ムラサキウニとイトマキヒトデに

ついては正の相関，アカウニとは負の相関，トコブシ，

サザエとは相関がないことが分った。したがって，ムラ

サキウニとの相関では，三ケ所でそれぞれ正，負，無，

アカウニとは正，負とまちまちで一概にバフンウニとの

関係を論じられない。このことは，バフンウニと空間を

めぐる競合，餌料をめぐる競合の点で詳細な検討を要す

るものと考えられる。 

 餌料の点で，ウニ類の食性については，バフンウニで

変態後５ないし８mmくらいまでは付着硅藻やデトライタ

スを主として摂餌して，それ以上の大きさの個体では海

藻類を摂餌するようになる（中村・井上1965）ことが知

られている。しかし，川村（1973）はウニ類の摂餌と餌

料との関連を分析する上で，次の2つの大きな問題点が

残されているとして，一つは，自然環境下で付着硅藻や

デトタイタスがどのような量的分布をしているか，そし

て底生移行稚仔がこれらを餌料として，どのくらい摂餌

しているかという点をあげている。この点，梶地先の動

物組成でバフンウニに次ぐ種としてデトライタス食のク

モヒトデ類が掲げられていることに関連するかも知れな

い。また，当調査域は外洋性が強いと思われるムラサキ

ウニの組成比率が他の場所より3倍多く，クモヒトデが

少ない等の理由からデトライタスの量的分布に差がある

可能性も考えられる。このことは，後述するバフンウニ

の生殖巣指数が低いことに関係し，当調査域がその個体

数からは生息する環境条件を満しているが，生殖巣を充

実させる条件は備えていない場所と解釈できる。 

   密  度 

密度について山口県ではバフンウニがｍ2当り，5.1～９

個体，ムラサキウニが0.9～3.4個体，アカウニ0.5個体，

最高密度ではバフンウニが31.1～42.2，個体ムラサキウ

ニが3.4～8.2個体，アカウニが0.9～3.4個体であり，福

井県ではバフンウニが10.1～50.1個体，ムラサキウニ

1.5個体，アカウニ0.9個体，最高バフンウニ78個体，ム
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表７ 各地のウニ類成長式と各年令計算値 

年齢（mm）

一般式 D(t)＝殻径 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 引 用 文 献 

 バフンウニ       

(1) 59.2（１－e－0.2438(t－0.0746)） 12 22 30.2 36.5  福井県（1966） 

(2) 57.4（１－e－0.2646(t－0.0775)） 12.4 22.8 30.9 37.1  〃 

(3) 38.0（１－e－0.3898(t－0.1973)） 10.2 18.8 25.3 29.4  〃 

(4) 50.6（１－e－0.4308(t－0.0251)） 18.1 21.1 36.9 41.7  山口県（1967） 

(5) 59.9（１－e－0.2666(t＋0.2031)） 16.4 26.6 34.4 40.4  山口県（1966） 

(6) 47.45（１－0.71t） 13.7 23.5 30.5 35.4  Fuji R．A（1963） 

(7) 58.O（１－e－0.3716(t＋0.2984)） 15.0 22.2 33.3 40.9  本 調 査 

 ムラサキウニ       

(8) 75.2（１－e－0.3102(t＋0.1384)） 22.4 36.5 46.8 54.4 59.9 山口県（1967） 

(9) 74.6（１－e－0.2745(t－0.0747)） 16.7 30.6 41.2 49.2 55.3 福井県（1966） 

(10) 74.5（１－e－0.3034(t－0.082 )） 18.1 32.9 43.8 51.8 57.7 本 調 査 

 

 

ラサキウニ８個体と報告されている。これらの値と当調

査域の密度とを比較するとバフンウニとアカウニがほぼ

等しく，ムラサキウニがやや高い値を示している。 

   成  長 

 福井，山ロ両県ならびにFuji（1963）が報告したバフ

ンウニおよびムラサキウニの一般成長式と各年令におけ

る成長を今回の結果とともに表7に示したが，この表か

ら最高と最低の差は，バフンウニの場合，漁獲開始年令

であるⅢ令群に適用すると(4)式－(3)式で11.6mmとかな

り大きく0.5年の差が見られ，一方，ムラサキウニでは

Ⅴ令群で4.6mmで余り差がない。 

この成長の差は，ウニの生息場所における餌料海藻の量

および質，また，生息密度，あるいは種間の索餌競争な

どが考えられているが明確になっていない。 

   生殖巣指数 

 福井県の場合，７月下旬から８月上句の採集例で生殖

巣指数はバフンウニで平均17.7～5.6，19.6～8.6であり，

山口県の場合，５月下句で平均14.5～21.3，最高37.5を

示し，本調査の平均５～８と比較すると約２～３倍の開

きがある。この差はデトライタスならびに海藻の質と量

等餌による要因が大きいと考えられるが，前述したよう

に海藻の質と量の差は各所間に思った程の大きな差がな

く，さらに，実際に餌料として有効な餌となる海藻の量

的変動とウニ類の摂餌がどうなっているか，今後，エゾ

バフンウニでFuji．A（1967），川村（1973）が行ったウ

ニ類のエネルギー代謝ならびにすみ場の生産力調査をす

る必要があろう。 

   要  約 

 水産試験場前のウニ類について分布，密度，殻径組成，

生殖巣等の調査を行うことによって漁業的価値を判断す

るための資料を得た。 

 １. ウニ類の生息環境では，水深50cm～１ｍに主生

息域があり，バフンウニでは直径30～50cmの転石に，ム

ラサキウニでは岩礁の亀裂，ノッチにすみ着きが多い。 

 ２. ウニ類のすみ場には，フクロノリ，アラメ，オ

オバモクが優占し，イトマキヒトデ，トコブシ等の底生

生物とともずみしている場合が多い。また，バフンウニ

とムラサキウニとでは，その個体数が正の相関，バフン

ウニとアカウニでは負の相関，バフンウニとトコブシ，

サザエとは相関が認められたかった。 

 ３. １ｍ2当りの平均個体数は，バフンウニが10.6個

体，ムラサキウニが6.4個体，アカウニが0.6個体であっ

た。 

 ４. 採集したウニの組成は，バフンウニで殻径10～

47mm，ムラサキウニが10～68mmであり，水深の浅い所で

小さな個体が多い。 

 ５. 今回，得られたバフンウニ，ムラサキウニの成

長式は下記に示すとおりであった。 

 バフンウニ  D(t)＝58.0〔１－exp｛－0.3716 

(t＋0.2984)｝〕 

 ムラサキウニ D(t)＝74.5〔１－exp｛－0.3034 

(t－0.0082)｝〕 

 ６. 生殖巣指数では，バフンウニが全期を通じて平

均５～８と変化が少なく，一方，ムラサキウニは６月に

13.0を最高に以後下降し，２月に３まで落ちる。生殖巣

色彩では，黄燈色と黄グループがバフンウニで約90％， 
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ムラサキウニで約61～100％であった。 

 ７. 当調査域と福井，山口両県のバフンウニ漁場と

比較すると海底基質，海藻組成では大きな差がなく，動

物組成でデトライタス食のクモヒトデが福井県より少な

く，海藻食のムラサキウニの組成比が高い。また，分布

密度，成長の点でも大きな差は見られないが，生殖巣は

福井，山口両県の約1/2～1/3の指数を示した。この原因

として，餌の質，量が問題となるが，今回の調査では明

確にできなかった。 
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